
平
成
十
八
年
外
務
省
令
第
十
七
号

ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
に
対
す
る
特
別
一
時
金
の
支
給

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
に
対
す
る
特
別
一
時
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
二
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
に
対
す
る
特
別
一

時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

（
特
別
一
時
金
の
支
給
の
請
求
）

第
一
条
　
ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
に
対
す
る
特
別
一
時
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
三
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
特
別
一
時
金
の
支
給
の
請
求
は
、
特
別
一
時
金
請
求

書
（
様
式
第
一
号
）
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と

と
も
に
、
外
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う

も
の
と
す
る
。

一
　
戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
そ
の
他
の
書
類
で
あ
っ
て

特
別
一
時
金
請
求
書
に
記
載
し
た
事
実
を
証
明
す
る

も
の

二
　
日
本
国
籍
を
離
脱
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国

籍
国
の
発
行
す
る
一
に
類
す
る
文
書

三
　
法
第
三
条
第
一
項
括
弧
書
に
よ
り
遺
族
と
し
て
請

求
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
請
求
者
と
法
の
施
行

前
に
死
亡
し
た
ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
と
の
身
分
関
係
を

証
明
す
る
書
類
並
び
に
当
該
請
求
者
よ
り
先
順
位
の

者
が
い
な
い
旨
の
申
立
書
（
様
式
第
二
号
）
及
び
そ

の
旨
を
証
明
す
る
書
類

四
　
法
第
八
条
に
規
定
す
る
特
別
一
時
金
の
支
給
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
相
続
人
と
し
て
請
求
を
行

う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
特
別
一
時
金
の
支

給
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
相
続
人
で
あ
る
旨

を
証
明
す
る
書
類

２
　
国
内
に
居
住
地
を
有
し
な
い
者
は
、
前
項
の
支
給
の

請
求
を
、
そ
の
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
領
事
官
（
領

事
官
の
職
務
を
行
う
大
使
館
若
し
く
は
公
使
館
の
長
又

は
そ
の
事
務
を
代
理
す
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

そ
の
他
最
寄
り
の
領
事
官
（
領
事
官
を
経
由
し
た
請
求

を
行
う
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
地
域
と
し
て
外
務

省
告
示
で
定
め
る
地
域
に
あ
っ
て
は
、
当
該
告
示
で
定

め
る
者
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
単
に
「
領
事

官
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
請
求
に
係
る
書
類
が
領
事

官
に
提
出
さ
れ
た
日
を
も
っ
て
、
当
該
請
求
が
外
務
大

臣
に
対
し
て
行
わ
れ
た
日
と
み
な
す
。

３
　
前
二
項
の
支
給
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
郵
送
又
は
民

間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す

る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定

す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定

す
る
信
書
便
（
前
項
に
お
い
て
は
、
国
内
に
居
住
地
を

有
し
な
い
者
の
居
住
地
に
お
け
る
郵
送
又
は
民
間
事
業

者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項

に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九

項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二

項
に
規
定
す
る
信
書
便
に
類
す
る
も
の
）
に
よ
り
特
別

一
時
金
請
求
書
を
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
と
も

に
外
務
大
臣
に
提
出
し
、
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
郵
便
物
又
は
信
書
便

物
の
通
信
日
付
印
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
日
（
そ
の
表
示

が
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
表
示
が
明
瞭
で
な
い
と
き
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
郵
便
物
又
は
信
書
便
物
に
つ
い
て
通

常
要
す
る
送
付
日
数
を
基
準
と
し
た
場
合
に
そ
の
日
に

相
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
日
）
に
そ
の
提
出
が
さ

れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
請
求
者
が
出
頭
し
な
い
場
合
の
特
別
一
時
金
の
支
給

の
請
求
）

第
二
条
　
前
条
の
支
給
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
請
求
者

は
、
そ
の
指
定
す
る
者
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
請
求
者
は
委
任
状

（
様
式
第
三
号
）
を
当
該
請
求
に
係
る
書
類
と
と
も
に

提
出
し
て
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
請
求
者
が
そ
の
法
定
代
理
人
を
通
じ
て
当
該
請
求

に
係
る
書
類
を
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
（
国

外
に
お
い
て
は
領
事
官
）
は
、
出
頭
し
た
者
が
請
求
者

の
指
定
し
た
者
又
は
請
求
者
の
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
出
頭
し
た
者
の
身
元
を
証
明

す
る
書
類
の
提
示
又
は
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
又
は
領
事
官

は
、
出
頭
し
た
者
が
請
求
者
の
指
定
し
た
者
又
は
請
求

者
の
法
定
代
理
人
で
あ
る
事
実
が
な
い
と
疑
う
に
足
り

る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
確
認
す

る
に
足
る
資
料
の
提
示
又
は
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
請
求
者
に
代

わ
り
出
頭
す
る
者
は
、
当
該
請
求
者
に
よ
る
請
求
の
内

容
を
知
り
、
か
つ
、
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
の
指
示
を

当
該
請
求
者
に
確
実
に
伝
達
す
る
能
力
が
あ
る
者
に
限

る
。

（
特
別
一
時
金
の
支
給
順
位
の
変
更
）

第
三
条
　
法
第
三
条
第
一
項
括
弧
書
及
び
第
五
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
特
別
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き

順
位
に
あ
る
遺
族
が
法
の
施
行
日
以
後
引
き
続
き
六
月

以
上
生
死
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
生
死
不
明
で
あ

る
遺
族
に
同
順
位
者
が
な
い
場
合
に
お
け
る
次
順
位
者

で
あ
っ
て
、
特
別
一
時
金
の
支
給
を
請
求
す
る
も
の

は
、
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
一
時
金
請
求
書

（
様
式
第
一
号
）
に
加
え
て
、
特
別
一
時
金
順
位
変
更

申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
及
び
特
別
一
時
金
を
受
け
る

べ
き
順
位
に
あ
る
遺
族
が
法
の
施
行
日
に
お
い
て
生
死

不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
日
以
後
引
き
続
き
六
月
以

上
生
死
不
明
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書

類
を
外
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の

と
す
る
。

（
認
定
）

第
四
条
　
外
務
大
臣
は
、
前
各
条
の
規
定
に
よ
る
支
給
の

請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
三
条
第
二
項
に

規
定
す
る
権
利
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
法
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
請
求
者
に
対
す
る
特
別
一
時
金

支
給
額
を
決
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
務
大
臣
は
、
前
各

条
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
請
求
者
が
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
に
該

当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
第
一
項
に
定
め
る
金

額
に
八
十
万
円
を
加
算
し
た
額
を
特
別
一
時
金
支
給
額

と
す
る
。

（
認
定
結
果
の
通
知
）

第
五
条
　
外
務
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
条

第
二
項
に
規
定
す
る
権
利
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
当

該
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
特
別
一
時
金
受
給
権

者
」
と
い
う
。
）
に
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
特
別
一
時
金
支
給
額
を
記
載
し
た
特
別
一
時
金
証
書

（
様
式
第
五
号
）
を
交
付
す
る
。

第
六
条
　
外
務
大
臣
は
、
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
の
規

定
に
よ
る
支
給
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
法

第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
利
を
認
定
し
な
か
っ
た

と
き
は
、
請
求
者
に
、
文
書
で
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

（
支
給
）

第
七
条
　
外
務
大
臣
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
三

条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
利
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、

特
別
一
時
金
証
書
に
記
載
さ
れ
た
特
別
一
時
金
支
給
額

を
、
特
別
一
時
金
受
給
権
者
が
口
座
振
込
指
定
書
（
様

式
第
六
号
）
に
よ
り
指
定
す
る
金
融
機
関
の
口
座
に
一

括
し
て
送
金
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
務
大
臣
は
、
国
内

に
居
住
地
を
有
し
な
い
特
別
一
時
金
受
給
権
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
特
別
一
時
金
受
給
権
者
が
支
給
方
法
指
定

書
（
様
式
第
七
号
）
に
よ
り
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
、

特
別
一
時
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
外
務
大
臣
は
、
領
事
官
を
経
由
し
て
特
別
一

時
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
外
貨
に

換
算
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
支
給
日
の
前
月
二
十

五
日
（
そ
の
日
に
外
国
為
替
市
場
が
開
か
れ
て
い
な
い

と
き
は
、
支
給
日
の
前
月
二
十
五
日
直
近
の
外
国
為
替

市
場
が
開
か
れ
る
日
）
の
本
邦
の
外
国
為
替
市
場
の
相

場
に
よ
り
特
別
一
時
金
支
給
額
に
相
当
す
る
こ
と
と
な

る
米
貨
を
基
準
と
し
て
、
当
該
外
貨
に
換
算
す
る
も
の

と
す
る
。

（
口
頭
に
よ
る
請
求
等
）

第
八
条
　
外
務
大
臣
は
、
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特

別
一
時
金
請
求
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別

の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
請
求
者
の
口
頭
に

よ
る
陳
述
を
関
係
職
員
に
聴
取
さ
せ
た
上
で
、
必
要
な

措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
特
別

一
時
金
請
求
書
の
受
理
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
陳
述
を
聴
取
し
た
関
係
職
員
は
、
陳
述
事
項

に
基
づ
い
て
特
別
一
時
金
請
求
書
の
様
式
に
従
っ
て
聴

取
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
請
求
者
に
読
み
聞
か
せ
た
上

で
、
請
求
者
と
と
も
に
記
名
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
外
務
省
令

第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

1



様
式
第
１
号

様式第 1号 

（表 面） 

 

   年   月   日提出 

ドミニカ移住者に対する特別一時金請求書 

外 務 大 臣 殿 

 

（ふりがな）  生 年 月 日 性 別 

 

請 求 者 の 

氏   名 

 

 

                  

 

              

 

 

    年   月   日生 

 

 

 

男･女 

 

（ふりがな）  

 

現 住 所 

 

 

 

 

              （ 電話番号               ） 

本籍地 

（日本国籍を喪

失した方につい

ては、最後の国内

居住地） 

 

（ふりがな）   

 

ドミニカ移住者 

との続柄 

 

 

 

 

 

 

ドミニカ移住者 

の氏名 

 

 

 

 

ドミニカ共和国

への移住年月日 

及び 

移住船の名称 

 

  昭和 ３＿ 年  月  日 （    港発） 

     昭和 ３＿ 年  月  日 （ドミニカ共和国着） 

 

        移住船            号 

帰国又は転住の

ため、ドミニカ共

和国を出国した

年月日及び 

移住船の名称 

 

  昭和 ３＿ 年  月  日 （ドミニカ共和国発） 

     昭和 ３＿ 年  月  日 （        着） 

 

        移住船            号 

 

＜裏面に続く＞ 

（裏 面） 

 

 

 

 

 

添付書類 

 

 

□ １． 請求者が請求者本人であることを示す書類  

       ・戸籍謄本 又は 戸籍抄本 

・上記に類する書類 

 

（ドミニカ移住者が請求者本人でない場合（法第４条に定められている遺族又は法

第８条に定められている相続人による申請）） 

   １．に加え、 

□ ２． 請求者とドミニカ移住者との関係を示す書類 

       ・戸籍謄本 又は 戸籍抄本 

       ・上記に類する書類 

   様式第６号又は様式第７号にて、指定する口座に特別一時金が振り込まれること又は小切手で受け取る

ことで、右特別一時金を受領したものといたします。また、口座からの現金引き出しや小切手の換金の

際に、手数料が発生する場合は、請求者が負担することに異議はありません。 

 

  以上につき、記載に誤りがないことを証します。 

 

                                   年   月   日 

 

                           氏名                 

                                                        

記入上の注意 

１ 「氏名」及び「現住所」にアルファベットを使用する必要がある場合は、ブロック体にて記入してください。 

２ ドミニカ移住者とはドミニカ移住者に対する特別一時金の支給等に関する法律第２条で規定する者を指します。 

 

 

○ 以下については、外務省／大使館・総領事館等の職員が記入しますので、記入しないでください。 

受付年月日：        年    月    日 

受付番号： 

担当部署名：  外務省領事局政策課 

 

在         大使館 ／ 総領事館 

担  当  者： 

 

様
式
第
２
号

（表面） 
様式第２号 
 

申 立 書 
 
 

 
       年   月   日 

 
 

  外 務 大 臣  殿 
 
 

（ふりがな） 
                   請求者の氏名 
 
 
 
                                                                        
                                                                          

 
                                                                
 

 ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給等に関する法律第３条第１項
括弧書に基づき、遺族として、特別一時金を請求します。 

 請求者は、同法第４条及び第５条に基づき、下記のとおり、ドミニカ移
住者の遺族であり、先順位である遺族は存しないことをここに申し立てま
す。 
 
 

 
 ドミニカ移住者の氏名 
  

 

 
 ドミニカ移住者との続柄 
  

 

 

 （以下、先順位者が存在していたことがある場合） 
 

 
 先順位者の氏名 
（１名ずつ記入する。 
 複数ある場合は、裏面へ） 

 

 
 ドミニカ移住者と 
    先順位者との関係 
（１名ずつ記入する。 
 複数ある場合は、裏面へ） 

 

 
 先順位者喪失年月日 
      及び喪失事由 
（１名ずつ記入する。 
 複数ある場合は、裏面へ） 

 

 
 
 

（裏面） 
 

 
 先順位者②の氏名 
 

 

 
 ドミニカ移住者と 
   先順位者②との関係 
 

 

 
 先順位者②喪失年月日 
      及び喪失事由 
 
 

 

 
 

 
 先順位者③の氏名 
 

 

 
 ドミニカ移住者と 
   先順位者③との関係 
 

 

 
 先順位者③喪失年月日 
      及び喪失事由 
 
 

 

 
 

 
 先順位者④の氏名 
 

 

 
 ドミニカ移住者と 
   先順位者④との関係 
 

 

 
 先順位者④喪失年月日 
      及び喪失事由 
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様
式
第
３
号

様式第３号 

 

委 任 状 

 

 

      年  月  日 

 

 外 務 大 臣 殿             

 

 

                委任者  

                  住  所 

                                        

 

 

                   （ふりがな） 

氏  名 

 

                                                                           

                                                         

                             

 

 

 私は、下記の受任者に、ドミニカ移住者に対する特別一時金の請求に必要な書類

の提出に関する一切の権限を委任します。 

 

 

記 

 

 

    受任者 

     住 所 

 

             

           

 （ふりがな） 

     氏 名 

 

 

                                                                                                     

                                                

      

様
式
第
４
号

（表面） 
様式第４号 
 

順 位 変 更 申 立 書 
 
 

 
       年   月   日 

 
 
 

  外 務 大 臣  殿 
 
 

（ふりがな） 
                   請求者の氏名 
 
 
 
 
                                                                        
                                                                            

 
                                                                
 

 ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給等に関する法律第５条第２項
に基づき、第３条第１項括弧書に規定する遺族として、下記のとおり、特
別一時金の支給を受ける順位の変更を申請します。 
 
 
 

 
 ドミニカ移住者の氏名 
  

 

 
 ドミニカ移住者との続柄 
  

 

 
 先順位者の氏名 
（先順位者が 
   複数の場合は裏面へ） 

 

 
 ドミニカ移住者と 
   先順位者との関係 
（先順位者が 
   複数の場合は裏面へ） 

 

 
 先順位者喪失年月日 
    及び喪失事由 
（先順位者が 
   複数の場合は裏面へ） 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

（裏面） 
 
 
 

 
 先順位者②の氏名 
 

 

 
 ドミニカ移住者と 
   先順位者②との関係 

 

 
 先順位者②喪失年月日 
     及び喪失事由 

 

 
 
 

 
 先順位者③の氏名 
 

 

 
 ドミニカ移住者と 
   先順位者③との関係 

 

 
 先順位者③喪失年月日 
     及び喪失事由 

 

 
 
 

 
 先順位者④の氏名 
 

 

 
 ドミニカ移住者と 
   先順位者④との関係 

 

 
 先順位者④喪失年月日 
     及び喪失事由 

 

 

様
式
第
５
号

様式第５号 

 

（表 面） 

 

 

記号      番号 

 

特別一時金証書 

 

受給権者氏名 

  

 

 

       年    月    日生 

 

男・女 

 

居住地 

 

 

 

ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給に関する法律 

第７条第１項 

第  １号イ  １号ロ   ２号の認定年月日  

    

   年   月   日 

ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給に関する法律 

第７条第２項の認定年月日  

    

   年   月   日 

 

給付金額 

 

金       円 

 

支給予定日 

 

   年   月 

 

米貨     ドル 

 

支給方法 

 

 

 

 上記のとおり、ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給に関する法律によって、特別一時

金を支給します。 

 

          年   月   日 

 

外務大臣     
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（裏 面） 

 

 

１ この証書は、あなたが特別一時金を受ける権利があることを証する書類ですから、大切に保管しておいてください。 

 

２ 特別一時金を受ける前に、氏名や居住地を変更したときなどは、届書にこの証書を添えて、外務大臣又は領事官に提出して

ください。 

 

３ この証書を破ったり、汚したり、又は無くしたりしたときは、新しい証書を交付しますので、外務大臣又は領事官に申請し

てください。 

 

４ この証書は、他人に譲り渡したり、質に入れたり、これを担保にして他人から金銭等を借りたりすることはできません。 

 

５ 受給権者が死亡したときは、遺族の方は、届書にこの証書を添えて、外務大臣又は領事官に提出してください。 

 

６ 米貨は、ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給等に関する法律施行規則第７条第２項に基づき、支給予定日の属する月

の前月２５日（その日に外国為替市場が開かれないときは、支給日の前月２５日直近の外国為替市場が開かれる日）の本邦の外

国為替市場の相場により決定しました。 

 

７ 現地通貨での支給を希望された方に対しては、支給予定日の現地通貨と米貨の現地実勢レートにて、現地通貨支給額が定ま

ります。 

様
式
第
６
号

様式第６号 
 

口 座 振 込 指 定 書 

 
 

       年   月   日 
 
 
 

  外 務 大 臣  殿 
 
 
                                             （ふりがな） 

                      受取人の氏名  
 

                         
                  
                                                                          
 
                      受取人の住所 
 
 
 
 
                      
                         
 
 ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給等に関する法律に基づく特別一時金の振
込は、下記の口座にお願いします。 また、現金引き出しに際し、手数料が発生する場
合は、請求者が負担することに異議はありません。 
 

記 
 

 
 
 金融機関名 
  

 
１ 銀行 
２ 信用金庫 
３ その他（     ） 

 
 
 支店名 

 
支店  

 
 口座の種類 

 
   １ 普通    ２ 当座      

 
 口座番号 

 

 
（フリガナ） 
 口座名義人 
  

 

 
 受取人の連絡先 
 住所／電話番号 

 

 
１ 楷書体、活字体で記入してください。 
２ 裏面に記載する金融機関については、送金できかねますので、ご注意下さい。 

（裏面） 

 

送金ができない金融機関 

 

１． 日本郵政公社 

２． インターネット専業銀行各行 

  

 上記を除く、金融機関を指定してください。 

 なお、海外に居住する方で、施行規則第７条第２項により、海外の口座

への送金等を希望する方はこの様式ではなく、様式第７号によって支給方

法等を指定してください。 

   

様
式
第
７
号

（表面） 
様式第７号 
 

支 給 方 法 指 定 書 
 

 
       年   月   日 

 
  外 務 大 臣  殿 
 
                                             （ふりがな） 

                      受取人の氏名 
 

                          
                  
                                                                          
 
                      受取人の住所 
 
 
 
                                              
□ ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給等に関する法律に基づく特別一時金の

支給は、請求書類を提出した在外公館等の窓口で小切手を交付する方法で行われる
ことを希望します。また、小切手の換金に際し、手数料が発生する場合は、請求者
がこれを負担することに異議はありません。 
（注）小切手での支給は原則として現地通貨建てになりますが、米貨で小切手を交付することの

できる公館もありますので、あらかじめ照会してください。 
 
□ ドミニカ移住者に対する特別一時金の支給等に関する法律に基づく特別一時金の

支給は、下記の口座に送金する方法で行われることを希望します。 また、現金引
き出しに際し、手数料が発生する場合は、請求者が負担することに異議はありませ
ん。 

記 

 
金融機関名／支店名 

  

 

 
(支店)住所／国名 

 

 
口座の種類 

 

 
口座番号 

 

 
口座名義人（ローマ字） 

 

 
 受取通貨 （注） 
       

 
   １ 米ドル    ２ 現地通貨 

 
 受取人の連絡先 
 住所／電話番号 

 

（注）送金の場合米貨建て口座の保有が禁じられている国・地域においては、現地通貨での支給となり

ます。 
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（裏面：記入上の注意） 

（裏面） 
 
記入上の注意 
 
１ 希望する支給方法の左側の□に✔をつけてください。 
２ 楷書体、活字体で記入してください。 
 

 なお、海外に居住する人であっても本邦内の円建て口座への送金を希望する方は、
この様式ではなく、様式第６号によって送金先を指定してください。 
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